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鏡
野
町
は
県
北
の
緑
と
清
流
に
育
ま
れ

た
地
に
あ
る
人
口
一
万
千
七
百
十
一
人

（
十
五
年
・
八
月
末
）
の
町
で
す
。
鏡
野

町
立
図
書
館
は
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七

日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
総
合
文
化
施

設
「
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
館
」
に
は
、
図
書
館

の
他
に
、
郷
土
博
物
館
、
多
目
的
ホ
ー
ル
、

音
楽
室
、
体
験
学
習
室
、
パ
ソ
コ
ン
教
室

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

図
書
館
は
オ
ー
プ
ン
よ
り
八
月
末
ま
で

の
百
二
十
六
日
間
で
、
の
べ
三
万
六
千
七

百
四
十
四
人
、
一
日
平
均
二
百
九
十
一
人

が
来
館
さ
れ
、
の
べ
で
四
万
四
千
百
九
十

八
点
、
一
日
平
均
約
三
百
五
十
点
の
貸
出

が
あ
り
、
土
日
や
夏
休
み
に
は
家
族
連
れ

で
た
い
へ
ん
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

開
架
ス
ペ
ー
ス
に
七
万
冊
、
閉
架
書
庫

に
十
六
万
冊
収
蔵
で
き
ま
す
。
蔵
書
数
は
、

現
在
約
四
万
七
千
冊
で
、
こ
の
ほ
か
に

Ａ
Ｖ
資
料
が
、
八
百
六
十
六
点
あ
り
、
本

年
度
中
に
六
万
冊
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
中
央
公
民
館
図
書
室
に
あ
っ
た
本

約
四
千
冊
も
図
書
館
に
移
動
さ
せ
ま
し
た
。

寄
贈
書
も
多
く
、
町
内
の
山
田
養
蜂
場
か

ら
は
�
み
つ
ば
ち
文
庫
�
と
し
て
自
然
の

本
を
中
心
に
、
鏡
野
町
出
身
の
竹
井
史
郎

さ
ん
か
ら
は
、
工
作
や
遊
び
に
関
す
る
本

を
寄
贈
い
た
だ
き
、
児
童
書
ス
ペ
ー
ス
に

そ
れ
ぞ
れ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
館
を
入
っ
て
す
ぐ
に
あ

る
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ル
ー
ム
で
は
、
ス
イ
ス

の
教
育
学
者
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
生
涯
や
、

ゆ
か
り
の
人
々
、「
日
本
の
ペ
ス
タ
ロ
ッ

チ
タ
ウ
ン
・
鏡
野
」
の
町
作
り
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
図
書
館
内
に
も
、
ペ
ス
タ

ロ
ッ
チ
関
係
の
資
料
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
内
に
は
片
岡
鐡
兵
文
学

記
念
室
も
あ
り
ま
す
。
郷
土
出
身
の
小
説

家
で
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
川

端
康
成
・
菊
池
寛
ら
と
と
も
に
活
躍
し
た

片
岡
鐡
兵
の
貴
重
な
資
料
を
は
じ
め
、
主

要
な
作
品
と
活
躍
の
足
跡
を
年
譜
で
た
ど

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
没
後
鏡
野
町
に
建

立
さ
れ
た
胸
像
の
除
幕
式
に
参
列
し
た
川

端
康
成
の
写
真
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

子
供
向
け
の
行
事
と
し
て
は
、
毎
週
水

曜
日
に
こ
ど
も
の
え
い
が
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上

映
）、
木
曜
日
に
え
ほ
ん
の
じ
か
ん
（
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
）
を
お
話
室
で
し
て
い

ま
す
。
他
に
、
お
た
の
し
み
会
（
か
ん
た

ん
こ
う
さ
く
・
読
み
聞
か
せ
）
や
、
お
は

な
し
い
っ
ぱ
い
（
紙
芝
居
や
、
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
な
ど
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
シ
ア
タ
ー
（
夢

ホ
ー
ル
に
て
）
も
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
の
乳
児
健
診
時
に
行
う
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
で
は
、
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ

ん
の
絵
本
の
時
間
を
大
切
に
し
て
も
ら
お

う
と
、
絵
本
の
紹
介
を
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
と
と
も
に
、
絵
本
五
冊
の
中
か
ら
二
冊

を
選
ん
で
い
た
だ
き
手
渡
し
て
い
ま
す
。

乳
児
健
診
後
の
時
間
を
い
た
だ
い
て
行
っ

て
い
ま
す
が
、
熱
心
に
選
ば
れ
る
お
母
さ

ん
方
が
多
く
、
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

町
内
の
保
育
所
や
小
学
校
へ
は
団
体
貸

出
を
行
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校
で
は
学
級

文
庫
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
返
却

時
に
は
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
本
を
教
え
て

も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

先
日
は
町
内
の
老
人
福
祉
施
設
か
ら
も

見
学
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
大
活
字

の
本
や
、
対
面
朗
読
の
サ
ー
ビ
ス
も
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
苫
田
郡
、
津
山
市
、
久
米
郡
、
勝
田
郡
、

真
庭
郡
内
に
お
住
ま
い
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
本
が
借
り
ら
れ
ま
す
。

＊
ひ
と
り
十
冊
二
週
間
借
り
ら
れ
ま
す
。

（
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
を
含
め
た

場
合
も
十
点
ま
で
で
す
）

＊
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
・
祝
日
・
年
末

年
始
・
館
内
整
理
日
（
月
末
の
金
曜

日
）
・
特
別
整
理
期
間
で
す
。
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岡
山
県
図
書
館
横
断
検
索
シ
ス
テ
ム
の
更
新�

　
　
　
　
　
―
大
学
図
書
館
蔵
書
も
検
索
対
象
に
―�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
整
理
課�

横
断
検
索
シ
ス
テ
ム
の
概
要

岡
山
県
図
書
館
横
断
検
索
シ
ス
テ
ム

（
以
下
横
断
検
索
シ
ス
テ
ム
と
略
す
）
が

シ
ス
テ
ム
更
新
さ
れ
、
十
月
一
日
よ
り
一

般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
分
散
し
た
各
館
の
蔵
書
検
索
サ
ー
バ

を
横
断
検
索
す
る
仕
組
み
で
あ
る
の
は
、

ご
存
知
の
と
お
り
で
す
。
現
在
、
県
内
の

公
共
図
書
館
お
よ
び
公
民
館
図
書
室
三
十

館
と
、
大
学
図
書
館
一
館
の
、
合
計
三
十

一
館
の
蔵
書
が
検
索
対
象
で
す
。
特
筆
す

べ
き
こ
と
は
、
今
回
は
じ
め
て
、
大
学
図

書
館
が
検
索
対
象
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。

平
成
十
五
年
十
月
時
点
の
接
続
館
の
内

訳
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

岡
山
市
立

図
書
館

倉
敷
市
立
図
書
館

津
山
市
立

図
書
館

玉
野
市
立
図
書
館

笠
岡
市
立

図
書
館

井
原
市
立
図
書
館

総
社
市
立

図
書
館

高
梁
市
図
書
館

備
前
市
立
図

書
館

御
津
町
立
図
書
館

瀬
戸
町
立
図

書
館

山
陽
町
立
図
書
館

和
気
町
立
図

書
館

灘
崎
町
中
央
図
書
館

早
島
町
立

図
書
館

鴨
方
町
立
図
書
館

里
庄
町
立

図
書
館

矢
掛
町
立
図
書
館

真
備
町
立

図
書
館

鏡
野
町
立
図
書
館

勝
央
図
書

館

奈
義
町
立
図
書
館

勝
北
町
図
書

館

旭
町
立
図
書
館

柵
原
町
立
図
書

館

金
光
図
書
館

長
船
町
中
央
公
民

館

北
房
町
中
央
公
民
館
図
書
室

哲
西

町
図
書
館

岡
山
大
学
附
属
図
書
館

横
断
検
索
シ
ス
テ
ム
の
あ
ゆ
み

従
来
の
横
断
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
平
成

十
一
年
十
一
月
に
、
当
時
の
郵
政
省
（
現

総
務
省
）
の
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

実
験
の
中
で
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
た
各
館
の
蔵

書
検
索
サ
ー
バ
を
横
断
検
索
す
る
と
い
う

考
え
方
は
、
全
国
有
数
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
で
あ
る
岡
山
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を

最
大
限
活
用
す
る
と
い
う
目
的
意
識
か
ら

生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
全
国
的
な
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
と
と
も
に
、
こ

の
考
え
方
は
多
く
の
県
で
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

実
験
当
初
の
接
続
館
数
は
、
岡
山
県
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
、
岡
山
市
立
図
書
館
、

倉
敷
市
立
図
書
館
の
わ
ず
か
三
館
で
、

現
在
の
よ
う
な
多
く
の
館
数
は
想
定
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
度
、

接
続
館
数
が
十
三
館
か
ら
二
十
六
館
に
倍

増
す
る
と
と
も
に
、
接
続
館
数
増
大
に
伴

う
シ
ス
テ
ム
的
負
荷
が
限
界
に
達
し
、
障

害
が
起
こ
り
始
め
て
い
ま
し
た
。
今
回
の

シ
ス
テ
ム
更
新
で
、
そ
の
改
善
と
か
ね
て

か
ら
の
懸
案
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

図１．岡山県図書館横断検索システム画面 http : //oudan.libnet.pref.okayama.jp/
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シ
ス
テ
ム
更
新
の
ポ
イ
ン
ト

①
新
規
接
続
館
設
定
の
迅
速
化

従
来
の
横
断
検
索
シ
ス
テ
ム
で
は
、
各

館
蔵
書
検
索
サ
ー
バ
の
新
規
公
開
や
環
境

変
更
の
都
度
、
岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
か
ら
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
横
断

検
索
設
定
作
業
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
依
頼
せ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
費
用
、
手
間
、

時
間
を
要
す
る
関
係
上
、
岡
山
県
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
で
の
横
断
検
索
設
定
作
業
は
、

年
二
回
ま
と
め
て
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
各
館
の
蔵
書
検
索

サ
ー
バ
が
新
規
公
開
さ
れ
て
も
、
横
断
検

索
シ
ス
テ
ム
で
の
検
索
対
象
と
し
て
設
定

で
き
る
ま
で
、
通
常
数
ヶ
月
か
ら
半
年
程

度
要
し
、
迅
速
な
対
応
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
点
を
見
直
し
、
現
行
シ
ス

テ
ム
で
は
、
職
員
が
管
理
画
面
で
設
定
で

き
る
よ
う
に
し
、
迅
速
な
対
応
を
可
能
と

し
ま
し
た
。

②
障
害
対
応
の
向
上

従
来
の
横
断
検
索
シ
ス
テ
ム
で
は
、
個

別
の
蔵
書
検
索
サ
ー
バ
が
障
害
で
止
ま
る

と
、
横
断
検
索
の
応
答
時
間
が
極
端
に
長

く
な
り
、
障
害
の
連
鎖
が
起
こ
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
現
行
シ
ス
テ
ム
で
は
、

各
館
蔵
書
検
索
サ
ー
バ
か
ら
の
応
答
待
ち

時
間
を
最
長
一
分
と
し
、
個
別
の
蔵
書
検

索
サ
ー
バ
に
障
害
が
起
こ
っ
て
も
影
響
を

受
け
に
く
い
構
造
と
し
ま
し
た
。

③
標
準
的
な
横
断
検
索
方
式
の
採
用

横
断
検
索
シ
ス
テ
ム
で
は
、
横
断
検
索

サ
ー
バ
と
各
館
の
蔵
書
検
索
サ
ー
バ
と
の

間
で
デ
ー
タ
を
や
り
取
り
し
て
い
ま
す
。

従
来
は
、
本
横
断
検
索
シ
ス
テ
ム
内
で
の

み
通
用
す
る
独
自
の
横
断
検
索
方
式
が
定

め
ら
れ
、
各
館
の
蔵
書
検
索
サ
ー
バ
に
組

み
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の

独
自
の
横
断
検
索
方
式
に
つ
い
て
は
、
大

学
図
書
館
シ
ス
テ
ム
、
一
部
の
公
共
図
書

館
シ
ス
テ
ム
の
蔵
書
検
索
サ
ー
バ
が
対
応

で
き
な
い
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、

そ
う
し
た
蔵
書
検
索
サ
ー
バ
に
つ
い
て
も
、

た
と
え
ば
、
標
準
的
な
横
断
検
索
方
式
が

も
と
も
と
組
み
込
ま
れ
て
い
た
岡
山
大
学

附
属
図
書
館
の
蔵
書
検
索
サ
ー
バ
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
国
際
標
準
規
格
の
横
断
検

索
方
式
に
対
応
し
て
い
く
傾
向
に
は
あ
り

ま
し
た
。
以
上
を
考
慮
し
、
標
準
的
な
横

断
検
索
方
式
に
準
拠
し
た
横
断
検
索
シ
ス

テ
ム
に
移
行
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
各
館
が
同
時
期
に
移
行

す
る
こ
と
は
困
難
な
の
で
、
過
渡
期
は
標

準
的
な
方
式
と
既
存
の
方
式
が
並
立
、
並

存
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
検
索
画
面

上
は
統
合
し
ま
す
。
各
館
は
、
シ
ス
テ
ム

の
新
規
構
築
、
あ
る
い
は
更
新
の
際
、
蔵

書
検
索
サ
ー
バ
の
調
達
仕
様
に
、
標
準
的

な
横
断
検
索
方
式
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

無
理
の
な
い
移
行
が
可
能
で
す
。

こ
の
標
準
的
な
横
断
検
索
方
式
の
仕
様

の
問
い
合
わ
せ
は
、
岡
山
県
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
整
理
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

④
相
互
貸
借
シ
ス
テ
ム
の
構
築

横
断
検
索
画
面
で
の
図
書
館
間
予
約
に

つ
い
て
、
か
ね
て
よ
り
要
望
が
挙
が
っ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
仕
組
み
を
組
み
込
み

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
個
別
の
貸
出
依
頼

は
各
館
の
相
互
貸
借
規
則
等
に
基
づ
い
て

最
終
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

予
約
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
予

約
メ
ー
ル
が
届
く
よ
う
な
仕
組
み
を
用
意

し
ま
し
た
。

今
後
の
課
題

最
近
、
公
共
図
書
館
以
外
の
館
種
、
た

と
え
ば
、
大
学
図
書
館
に
も
、
地
域
貢
献
、

地
域
連
携
の
気
運
が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

す
。
確
か
に
、
公
共
図
書
館
と
大
学
図
書

館
で
は
、
地
域
へ
の
サ
ー
ビ
ス
形
態
は
異

な
り
ま
す
が
、
地
域
開
放
等
に
導
く
手
段

の
一
つ
と
し
て
、
横
断
検
索
シ
ス
テ
ム
の

活
用
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
蔵
書
検
索
サ
ー

バ
を
今
後
新
規
構
築
、
あ
る
い
は
更
新
さ

れ
る
予
定
の
図
書
館
は
、
横
断
検
索
シ
ス

テ
ム
へ
の
参
加
を
考
慮
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

な
お
、
相
互
貸
借
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
、
大
学
図
書
館
で
は
ま
ず
学
内
利
用
が

優
先
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
研
究
室
の
資

料
は
貸
出
に
制
約
が
あ
る
こ
と
等
を
考
慮

し
な
が
ら
、
今
後
活
用
の
調
整
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
、
県
下
全
市
町
村
に
毎

週
資
料
搬
送
す
る
物
流
網
を
試
行
整
備
し

ま
し
た
。
大
学
図
書
館
等
へ
の
搬
送
は
現

在
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
検
討

課
題
と
位
置
付
け
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
後
半
、
さ
ら
に
来
年
度
、
横
断

検
索
シ
ス
テ
ム
へ
の
大
学
図
書
館
の
新
規

接
続
が
続
く
予
定
で
す
。
公
共
図
書
館
、

大
学
図
書
館
を
は
じ
め
と
し
た
異
館
種
連

携
の
契
機
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

図２．岡山県図書館間相互貸借システム画面（貸出照会画面）
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早
島
町
立
図
書
館
に
お
け
る�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動�

早
島
町
立
図
書
館�

　
　
　
河
原
　
悦
子�

早
島
町
立
図
書
館
で
は
、
現
在
三
つ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
図
書
館
を
中

心
に
活
発
な
活
動
を
さ
れ
て
い
て
、
図
書

館
活
動
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
と

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
紹
介
を
し
ま

す
。ま

ず
、
新
図
書
館
開
館
前
よ
り
活
動
を

さ
れ
て
い
た
『
は
や
し
ま
本
だ
い
す
き
の

会
』。
会
員
数
は
現
在
十
七
名
で
、
町
内

の
本
好
き
な
人
や
、
岡
山
市
の
学
校
司
書

の
方
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
図
書
館
で
の
毎
月
一
回

の
「
紙
芝
居
の
時
間
」
の
開
催
、
年
に
三

回
季
節
に
ち
な
ん
だ
お
話
や
工
作
を
す
る

催
し
の
企
画
・
出
演
な
ど
で
す
。
こ
の
夏

休
み
に
は
、「
夏
の
夜
の
お
話
会
」
を
開

催
し
、
こ
わ
ー
い
お
話
や
蛍
光
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
、
紙
で
作
る
ガ
イ
コ
ツ
の
工
作
な

ど
に
、
大
勢
の
子
ど
も
達
が
目
を
輝
か
せ
、

お
話
の
世
界
を
楽
し
み
ま
し
た
。

最
近
で
は
こ
う
い
っ
た
図
書
館
で
の
活

動
の
他
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

の
お
年
寄
り
へ
の
読
み
聞
か
せ
、
幼
稚
園

へ
の
出
張
お
話
会
と
活
動
の
場
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

次
に
『
お
は
な
し
の
会
・
か
た
つ
夢

り
』。
新
図
書
館
開
館
前
の
平
成
九
年
に

開
講
し
た
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
「
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
・
読
み
聞
か

せ
講
座
」
の
修
了
生
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
、

会
員
数
は
現
在
十
名
で
す
。

主
な
活
動
は
、
図
書
館
で
毎
月
一
回
の

「
お
は
な
し
の
会
」、
年
三
回
の
「
ス

ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
夕
べ
」
の
開
催
、

養
護
学
校
の
授
業
時
間
、
小
学
校
の
図
書

の
時
間
に
で
か
け
て
の
出
張
お
話
会
な
ど

で
、
ス

ト

ー

リ
ー
テ

リ
ン
グ

を
中
心

と
し
た

活
動
を

さ
れ
て

い
ま
す
。

最
後

に
、
去

年
結
成

さ
れ
た
ば
か
り
の
『
布
絵
本
の
会
』。
平

成
十
四
年
度
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
・
「
布
絵
本
を
作
ろ
う
」
を
受
講
さ

れ
た
方
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
町

内
外
の
方
十
五
名
が
会
員
で
す
。
図
書
館

に
置
く
布
絵
本
や
布
の
お
も
ち
ゃ
を
製
作

す
る
手
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
今
ま

で
に
製
作
し
た
布
絵
本
は
十
冊
、
手
作
り

の
暖
か
さ
が
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仕

事
を
持
た
れ
て
い
た
り
、
家
庭
で
育
児
や

介
護
を
さ
れ
て
い
た
り
と
、
大
変
忙
し
い

生
活
の
合
間
を
ぬ
っ
て
の
活
動
で
す
。
忙

し
く
て
も
今
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、

「
自
分
た
ち
も
楽
し
ん
で
い
る
か
ら
」

「
子
供
た
ち
の
喜
ぶ
顔
が
見
え
る
か
ら
。

そ
れ
を
見
る
と
疲
れ
も
吹
っ
飛
ぶ
」
と
の

こ
と
で
す
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
こ

こ
ま
で
の
活
動
を
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん

に
は
頭
が
下
が
る
ば
か
り
で
す
。

三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
共
通
す
る
悩
み
は

会
員
の
不
足
。
図
書
館
で
の
活
動
に
加
え
、

小
学
校
や
幼
稚
園
、
養
護
学
校
に
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
活
動
の
場
が
大
変

増
え
て
お
り
、
今
の
会
員
数
で
は
、
手
一

杯
の
状
況
で
す
。

当
館
で
は
、
毎
年
「
図
書
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
を
開
講
し
て
、
新
し

い
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
と
現
在

活
動
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の

レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
「
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
講

座
」
を
開
講
し
て
お
り
、「
お
は
な
し
の

会
・
か
た
つ
夢
り
」
へ
の
新
規
入
会
を
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

早
島
町
立
図
書
館
も
開
館
し
て
、
今
年

で
五
年
を
迎
え
ま
す
。
実
際
の
児
童
サ
ー

ビ
ス
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
職

員
に
と
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

の
存
在
が
と
て
も
大
き
い
支
え
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
良
い
関
係
を

保
っ
て
い
く
た
め
に
、
図
書
館
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
の
密
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。
そ

こ
で
今

年
度
よ

り
年
に

数
回
、

図
書
館

職
員
と

三
つ
の

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

グ
ル
ー

プ
と
を

交
え
た

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

図
書
館
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
つ
な
が

り
だ
け
で
な
く
、
グ
ル
ー
プ
同
士
の
横
の

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
お
互
い
が
協
力
し

あ
っ
て
活
動
を
し
て
い
く
体
制
が
で
き
つ

つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
秋
に
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
共
同

開
催
に
よ
る
「
い
い
秋
み
〜
つ
け
た
」
と

い
う
催
し
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
得
意
分
野
を
生
か
し
た
企
画
で
、
今

ま
で
以
上
に
楽
し
い
催
し
と
な
り
そ
う
で

す
。

（
か
わ
は
ら
え
つ
こ
）
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図
書
館
も
、

ス
テ
キ
な
本
屋

さ
ん
み
た
い

だ
っ
た
ら
き
っ

と
お
客
さ
ま
は

来
や
す
い
だ
ろ

う
な
…
。
そ
ん

な
図
書
館
を
目

指
し
て
わ
た
し

た
ち
職
員
は
お

客
さ
ま
に
と
っ

て
心
地
よ
い
空
間
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

新
鮮
な
本
と
暖
か
く
や
さ
し
い
色
の
館
内
、

そ
し
て
、
季
節
に
よ
っ
て
変
化
す
る
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
。
楽
し
そ
う
な
館
内
に
「
い

ら
っ
し
ゃ
い
」
と
、
誘
わ
れ
て
い
る
よ
う

な
雰
囲
気
を
作
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

玄
関
に
置
か
れ
て
い
る
大
き
な
楕
円
形

の
テ
ー
ブ
ル
は
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
た
め

の
も
の
で
す
。
そ
こ
に
は
季
節
に
準
ず
る

も
の
や
そ
の

時
の
出
来
事

に
よ
っ
て
本

を
並
び
替
え

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、

一
週
間
同
じ

時
も
あ
れ
ば
、

一
日
で
変
わ

る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
お
客
さ
ま
に
あ
ま
り
借

り
ら
れ
な
い
本
な
ど
も
特
集
を
組
ん
で
出

し
た
り
し
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、「
こ
ん

な
分
野
の
本
も
あ
っ
た
ん
で
す
ね
」
と
、

新
た
な
発
見
を
し
て
い
た
だ
き
、
長
い
間

誰
の
手
に
取
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
寝
て
い

た
本
が
動
き
出
す
き
っ
か
け
に
な
る
の
で

す
。『

か
ぼ

ち
ゃ
の
家

族
』
の
写
真

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
そ
ち

ら
は
職
員
の

家
で
と
れ
た

も
の
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
顔
を
作
っ

て
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
し
て
み
ま
し
た
。
と
て

も
か
わ
い
い
と
た
く
さ
ん
の
方
に
ほ
め
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
球
根
か
ら
直
接
花
が
咲
い
て
い

る
め
ず
ら
し
い

植
物
の
コ
ル
チ

カ
ム
。
こ
れ
は

お
客
さ
ま
が
ご

自
宅
で
育
て
て

い
た
も
の
を

持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

花
の
種
類
が
わ

か
る
よ
う
に
植
物
図
鑑
を
近
く
に
置
い
て

い
ま
す
。
種
類
が
豊
富
な
花
や
ハ
ー
ブ
な

ど
の
植
物
を
飾
る
時
に
も
そ
の
植
物
に
関

す
る
本
を
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
し
て
い
ま
す
。

館
内
に
置
い
て
い
る
植
物
は
全
て
本
物
で
、

丸
い
葉
を
つ
け
る
も
の
を
選
ん
で
置
く
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
植
木
鉢
も
外
観

を
損
な
わ
ぬ
よ
う
レ
ン
ガ
色
に
統
一
し
て

い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち

に
は
、
物
品
を

購
入
す
る
予
算

が
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
。
け
れ

ど
も
、
ほ
し
い

も
の
が
ど
う
し

て
も
出
て
来
ま

す
。
そ
う
い
う
時
は
創
作
の
上
手
い
職
員

に
作
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

お
金
は
な
い
け
れ
ど
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も

の
を
作
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
当

館
の
特
色
で
あ
る
川
柳
コ
ー
ナ
ー
や
郷
土

コ
ー
ナ
ー
の
看
板
な
ど
（
写
真
は
久
米
南

町
と
交
流
し
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

バ
ロ
ッ
サ
に
関

す
る
本
を
置
い

て
い
る
コ
ー

ナ
ー
）
も
全
て

職
員
が
余
っ
た

ダ
ン
ボ
ー
ル
を

使
っ
て
作
成
し

ま
し
た
。
と
て

も
ダ
ン
ボ
ー
ル

で
作
っ
た
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
い
い
出
来

上
が
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

絵
本
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
大
き
な
ト
ト
ロ

を
置
い
て
い

ま
す
。
木
の

色
を
そ
の
ま

ま
生
か
し
た

館
内
に
は
ト

ト
ロ
が
良
く

似
合
い
ま
す
。

ト
ト
ロ
は
こ

ど
も
か
ら
大

人
ま
で
親
し

ま
れ
て
い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ひ
と
つ
で

す
。
ち
い
さ
な
お
子
さ
ん
が
抱
き
つ
い
て

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
般
書
架
の
上
は
、
本
を
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

話
題
に
な
っ
て
い
る
分
野
や
、
よ
く
借
り

ら
れ
る
本
を
置
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

本
の
近
く
に
観
葉
植
物
を
置
い
た
り
、
恐

竜
の
本
の
横
に

恐
竜
の
ぬ
い
ぐ

る
み
を
置
く
な

ど
す
る
と
よ
り

目
立
っ
て
手
に

取
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で

す
。わ

た
し
た
ち

職
員
一
人
一
人
が
最
近
の
流
行
や
出
来
事

に
敏
感
に
反
応
し
、
楽
し
さ
が
あ
ふ
れ
る

よ
う
な
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
こ
こ
ろ
が
け
て

い
ま
す
。

（
い
の
う
え
ひ
さ
み
）
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ウチの�

第7回�

松村　　謙�

奈義町立図書館の巻�

当
館
で
受
け
る
日
々
雑
多
な
内
容
の
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
依
頼
の
う
ち
、
比
較
的
多
い

の
が
奈
義
町
近
辺
の
事
物
の
由
来
（
主
に

近
世
）
に
関
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
時
代
の
美
作
地
方
東
北
部
に
関
す

る
地
誌
的
資
料
が
い
く
つ
か
あ
る
中
で
、

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
が
『
東

作
誌
』
で
す
。

ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
に
編
纂
さ
れ
た

津
山
森
藩
の
官
撰
地
誌
で
あ
る
『
作
陽

誌
』
が
西
六
郡
の
み
で
未
完
に
終
わ
っ
て

い
る
た
め
、
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年

に
津
山
藩
士
正
木
兵
馬
（
輝
雄
）
に
よ
り

東
六
郡
（
東
南
条
、
東
北
条
、
勝
北
、
勝

南
、
吉
野
、
英
田
）
を
補
う
形
で
編
纂
さ

れ
た
地
誌
で
す
。

内
容
は
村
高
、
戸
数
、
地
勢
、
史
跡
名

勝
、
伝
承
な
ど
多
岐
に
渡
り
、
近
世
美
作

を
知
る
上
で
の
基
礎
的
史
料
に
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
地
方
の
地
誌
と
し
て
は
も
っ
と
も

大
部
な
も
の
（
匹
敵
す
る
も
の
と
し
て
他

に
『
白
玉
拾
』
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

こ
ち
ら
は
欠
本
が
あ
る
上
に
ほ
と
ん
ど
活

字
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
自
分
の
よ

う
に
古
文
書
を
読
み
こ
な
せ
な
い
人
間
に

は
手
に
余
り
ま
す
。）
で
す
し
、
他
の
本

の
記
述
を
調
べ
て
い
た
ら
東
作
誌
を
引

用
・
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い

う
こ
と
も
多
く
、
項
目
立
て
が
村
ご
と
に

な
っ
て
お
り
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
と
し

て
利
用
し
や
す
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
と
り

あ
え
ず
手
が
か
り
を
見
つ
け
た
い
と
き
や

地
域
ご
と
に
調
べ
た
い
と
き
に
は
本
書
を

当
て
に
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。（
記

述
が
正
確
で
な
い
個
所
や
、
差
別
的
表
現

を
含
む
と
思
わ
れ
る
部
分
も
あ
り
ま
す
の

で
、
提
供
に
あ
た
っ
て
配
慮
が
必
要
な
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
。）

さ
て
以
前
、
あ
る
利
用
者
か
ら
日
本
原

高
原
の
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
た
ず
ね
ら

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
原
は
奈
義
町
・
勝
北
町
・
勝
央
町

に
ま
た
が
る
高
原
で
、
陸
上
自
衛
隊
の
駐

屯
地
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
め
し
に
『
奈
義
町
誌
』
を
調
べ
た
と

こ
ろ
、
一
八
〇
ペ
ー
ジ
〜
一
八
二
ペ
ー
ジ

に
日
本
原
集
落
が
「
日
本
原
」
の
地
名
を

公
称
し
た
の
は
明
治
三
十
年
で
、
そ
れ
以

前
は
「
日
本
野
（
に
っ
ぽ
ん
の
）」
と
呼

ば
れ
て
い
た
と
あ
り
、
こ
こ
で
も
『
東
作

誌
』
の
記
事
が
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
新
訂
作
陽
誌
六
（＝

東
作
誌
三

巻
）』
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
勝
北
郡
大

吉
庄
広
戸
村
市
場
分
「
広
戸
野
」
の
項
二

百
七
ペ
ー
ジ
〜
二
〇
九
ペ
ー
ジ
に
、「
一

に
日
本
野
と
云
ふ
…
」「
北
は
北
野
村
滝

山
麓
（
現
奈
義
町
）
よ
り
南
は
植
月
北
村

鳥
羽
野
（
現
勝
央
町
）
ま
で
の
約
二
里
、

東
は
下
町
川
村
の
上
よ
り
広
戸
市
場
分

（
現
勝
北
町
）
ま
で
の
約
二
十
二
〜
二
十

三
町
の
平
原
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本

原
高
原
と
呼
ば
れ
て
い
る
地
域
と
重
な
り

ま
す
。

ま
た
「
五
兵
衛
と
云
ふ
農
民
（
或
云
生

国
不
知
）
日
本
廻
国
し
て
終
に
此
野
に
供

養
塚
を
築
き
其
側
に
小
家
を
建
て
往
来
の

人
を
憩
し
め
或
は
行
臥
し
た
る
も
の
な
と

を
止
宿
さ
せ
て
専
ら
慈
愛
を
施
せ
し
か
は

誰
云
ふ
と
な
く
日
本
廻
国
茶
や
と
呼
な
ら

は
せ
し
を
後
に
は
下
略
し
て
日
本
と
許
り

唱
ふ
る
如
く
な
れ
る
終
其
野
を
も
日
本
野

と
称
す
る
も
時
勢
と
云
へ
し
…
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
日
本
中
を
廻
っ
て
こ
の
地
に

移
り
住
ん
だ
五
兵
衛
さ
ん
と
い
う
人
が
、

立
ち
寄
る
客
に
日
本
各
地
の
み
や
げ
話
を

し
て
聞
か
せ
た
の
が
元
で
「
日
本
」
野
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
転
じ
て

「
日
本
原
」
に
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

五
兵
衛
さ
ん
の
墓
に
は
、
次
の
よ
う
な

墓
碑
銘
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

雲
仙
居
士

元
文
五
申
年
年
九
月
初
六
日

此
聖
霊
者
国
々
島
々
無
残
順
廻
仕
依
而
諸

人
称
日
本
五
兵
衛

是
以
此
所
日
本
野
ト
申
候

日
本
野
元
祖

俗
名

福
田
五
兵
衛

な
お
勝
北
町
日
本
原
字
（
あ
ざ
）
日
本

の
日
本
原
神
社
に
は
、
昭
和
三
十
七
年
に

彼
を
顕
彰
す
る
石
碑
（「
日
本
野
開
祖

日
本
五
兵
衛
之
碑
」）
が
建
立
さ
れ
て
い

ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
な
地
名
な
の
に
「
日�

本�

原
」

と
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
由
来
に
よ
る
も

の
か
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
利
用
者

か
ら
依
頼
が
な
け
れ
ば
調
べ
る
こ
と
は
な
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岡山県図書館協会会則�
�
　制定　昭和２６年１０月１７日�
　改正　昭和２７年２月２８日�
　　　　昭和２８年５月１３日�
　　　　昭和２８年９月７日�
　　　　昭和３０年４月１日�
　　　　昭和３９年１１月１６日�
　　　　昭和４８年６月１１日�
　　　　昭和５０年６月２日�
　　　　昭和５４年６月４日�
　　　　平成３年６月１７日�
　　　　平成１２年６月５日�
　　　　平成１５年６月２３日�
�
第１章　総　則�
�
（名称及び事務所）�
第１条　この会は、岡山県図書館協会と称し、事務所を岡山県総合文化センター内に置く。�
�
（目　的）�
第２条　この会は、図書館事業の発展並びに会員の資質の向上を図り、もって県民の教養・
文化の向上に寄与することを目的とする。�
�
（事　業）�
第３条　この会は、前条の目的を達成するため次の事業を行なう。�
　一　図書館相互間及び関係団体との連絡連携�
　二　図書館に関係のある調査研究�
　三　講演会、講習会、研究会、展覧会の開催�
　四　日本図書館協会との連絡連携�
　五　その他この会の目的を達成するため必要な事業�
�
第２章　組　織�
�
（会の構成）�
第４条　この会は、岡山県内の公共・大学・学校・専門図書館、公民館、その他図書資料を
有する団体機関（以下「施設会員」という。）及びその施設に属する職員、その他一般の
人（以下「個人会員」という。）でこの会の目的に賛同するものをもって組織する。�
�
（入会及び退会）�
第５条　この会に新たに入会しようとするものは、会費を添え所定の申込書によって会長に
申し込むものとする。�
２　会を退会しようとするものは、その理由をつけて会長に届出るものとする。また、個人
会員の場合、その年度の９月３０日までに会費の払い込みがない場合は、退会したものと見
なす。�
�
（会　費）�
第６条　会員は、会費を納入しなければならない。会費の額については、会費に関する細則
で定める。�
�
（委員会）�
第７条　本会には、委員会を設けることができる。委員会の設置及び委員会の規約について
は、理事会で議決する。�
�
第３章　役員及び職員�
�
（役　員）�
第８条　この会に、次の役員を置く。�
　　会　長　　　１　名�
　　副会長　　　若干名�
　　理　事　　　若干名�
　　監　事　　　２　名�
�
（役員の任務）�
第９条　会長は、本会を代表し、会務を総括する。�
２　副会長は、会長を補佐し、会長事故あるときは、その職務を代行する。�
３　理事は、会長及び副会長と理事会を組織して会務の企画運営を審議し執行する。�
４　監事は、会計を監査する。�
�
（役員の選出及び任期）�
第１０条　会長、副会長、理事、監事は、会員中から総会において選出する。�
２　役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。�
３　補欠役員の任期は、前任者の残任期間とする。�
４　役員は、任期満了後も後任者の就任するまでその職務を行なうものとする。�
�
（事務局）�
第１１条　この会に事務局を置く。�
２　事務局に、事務局長、書記その他必要な職員を置き、会長がこれを委嘱する。�
�
第４章　顧問及び参与�
�
（顧問及び参与）�
第１２条　この会に、顧問及び参与を置くことができる。顧問には、特に本会に功績のあっ
たもの及び学識経験のあるもの、参与には、特に本会に深い関係を有するもののうちから、
理事会において承認を得るものとする。�

�
第５章　会　議�
�
（会　議）�
第１３条　会議は、総会及び理事会の２種とする。�
２　会議は、会長がこれを召集し、会議の議長はそのつど会員のうちから選出する。�
第１４条　会議は、構成員の半数以上が出席しないと成立しない。この場合において、事前
に委任状を提出して他の構成員に議決権を委任した場合は、その会議に出席したものとみ
なす。�
２　議決には、出席者の半数以上の賛成を得なければならない。可否同数のときは、議長の
裁決による。�
�
（総　会）�
第１５条　総会は、毎年１回開き、前年度事業報告及び収支決算報告の承認、役員の選出、
当該年度の事業計画及び収支予算その他重要な議案を議決する。�
２　会長が必要と認めたとき又は会員の１／３以上の請求があったとき、会長は臨時総会を
開かねばならない。�
�
（理事会）�
第１６条　理事会は、前年度事業報告及び収支決算報告、当該年度事業計画及び収支決算に
ついて、総会へ提出する案を審議する。その他総会に提出すべき議案その他会務の企画に
ついて、審議する。�
２　緊急を要する事項で総会を開催することができないと会長が判断した場合、理事会を開
いて決議することができる。その場合、書面又は口頭により意見を求めて、理事会に代え
ることができる。以上の決議は、総会での事後承認を要するものとする。�
�
第６章　会　計�
�
（収　入）�
第１７条　この会の経費は、会費、寄附金その他の収入をもってあてる。会費の納入は、毎
年６月末日までに納入するものとする。�
�
（会計年度）�
第１８条　この会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。�
�
第７章　帳　簿�
�
（備えなければならない帳簿）�
第１９条　この会に、次の帳簿を備えなければならない。�
　１　会議録�
　２　金銭出納簿�
　３　事業記録簿�
　４　会員名簿�
　５　その他必要な帳簿�
�
第８章　補　則�
�
（会則の変更）�
第２０条　この会則の変更は、総会の議決による。�
�
（細　則）�
第２１条　会長は、この会の運営に関する細則を別に定めることができる。�
�
　附　則�
この会則は、平成１２年６月５日から実施する。�
�
　附　則�
この会則は、平成１５年６月２３日から実施する。�
�
�
�
岡山県図書館協会会費に関する細則　　　　　　　　　�
�
　制定　平成１２年６月５日�
　改正　平成１５年６月２３日�
�
第１条　この会則は岡山県図書館協会会則第６条によって定める。�
�
第２条　会費は、施設会費と個人会費の２種とし、施設会費をさらにＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの４段
階にわける。施設会費のランクの基準については、Ａは県立図書館・市立図書館（人口４
０万人以上の市の中央館）・大学図書館、Ｂは市立図書館・短大図書館、Ｃは町立図書館、
Ｄは公民館図書室とする。図書館類似施設については、ランクは任意とする。�
２　施設会費のＡは１７，０００円、Ｂは１１，０００円、Ｃは６，０００円、Ｄは３，０００円をそれぞれ年間会
費として納める。�
３　個人会費は、年間１，０００円とする。�
�
第３条　この細則の変更は総会の議決による。�
�
　附　則�
この細則は、平成１３年４月１日から実施する。�
制定から実施までの間、会費については従来の例による。�
�
　附　則�
この細則は、平成１６年４月１日から実施する。�
制定から実施までの間、会費については従来の例による。�

岡山県図書館協会会則及び会費に関する細則が改正されました�
平成15年度定期総会において改正されましたので全文を掲載します。�

か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
分
の
守
備
範
囲
に
と
ど
ま
ら
な
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
知
識
に
出
会
え
る
の
も
参
考

業
務
の
面
白
さ
で
し
ょ
う
。

ほ
か
に
も
『
美
作
誌
』
一
〇
六
四
ペ
ー

ジ
〜
一
〇
六
五
ペ
ー
ジ
、『
広
戸
村
誌
』

一
〇
六
ペ
ー
ジ
〜
一
〇
七
ペ
ー
ジ
、『
勝

北
町
誌
』、『
那
岐
山
麓
の
民
俗
』
九
十
一

ペ
ー
ジ
〜
九
十
二
ペ
ー
ジ
、『
奈
義
の
里

み
や
げ
話
』�
日
本
野
元
祖

福
田
五

平
�
の
項
な
ど
に
同
様
の
記
述
が
載
っ
て

い
ま
す
の
で
、
日
本
原
と
五
兵
衛
さ
ん
に

興
味
の
あ
る
方
は
、
ご
覧
に
な
ら
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

《
今
回
お
世
話
に
な
っ
た
本
》

奈
義
町
誌
編
纂
委
員
会
『
奈
義
町
誌
』

奈
義
町

一
九
八
〇
年

八
六
四
ペ
ー
ジ

図
版
五
枚

正
木
輝
男
『
新
訂
作
陽
誌
六
〔
東
作
誌

三
巻
〕』
作
陽
新
報
社
真
庭
本
社
、
一
九

七
五
年

五
六
五
ペ
ー
ジ

正
木
輝
男
『
美
作
誌

前
編
〔
東
作

誌
〕』
石
原
書
店

一
九
〇
二
年

一
七

七
二
ペ
ー
ジ

森
安
守
『
奈
義
の
里
み
や
げ
話
』
森
安

守

一
九
七
三
年

一
冊

岡
山
民
俗
学
会
『
那
岐
山
麓
の
民
俗
』

岡
山
民
俗
学
会

一
九
五
七
年

一
〇
八

ペ
ー
ジ

（
ま
つ
む
ら
け
ん
）
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会
員
消
息

入
会
施
設

会
員
現
況

個
人
会
費
の
改
正

平
成
十
五
・
十
六
年
度
役
員

平
成
十
五
年
度
企
画
委
員

事
務
局
か
ら

入
会
個
人

尾
池

義
洋
（
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

久
戸
瀬
瑞
季
（
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

高
尾

哲
彦
（
岡
山
市
立
中
央
図
書
館
）

西
尾

浩
至
（
岡
山
市
立
中
央
図
書
館
）

浅
沼

清
宏
（
岡
山
市
立
幸
町
図
書
館
）

木
原

敦
子
（
岡
山
市
立
幸
町
図
書
館
）

岸
本
佐
和
子
（
岡
山
市
立
浦
安
図
書
館
）

吉
岡
亜
希
子
（
岡
山
市
立
浦
安
図
書
館
）

武
田

俊
宏
（
倉
敷
市
立
中
央
図
書
館
）

村
島

敏
文
（
津
山
市
立
図
書
館
）

名
合

勝
夫
（
玉
野
市
立
図
書
館
）

川
口

博
（
玉
野
市
立
図
書
館
）

谷
本

光
男
（
笠
岡
市
立
図
書
館
）

伴

康
義
（
笠
岡
市
立
図
書
館
）

池
田

紀
彦
（
井
原
市
立
図
書
館
）

小
川

智
之
（
井
原
市
立
図
書
館
）

森
下

洋
子
（
井
原
市
立
図
書
館
）

塩
田

一
弥
（
高
梁
市
立
図
書
館
）

藤
井

京
子
（
新
見
市
立
図
書
館
）

山
田

倫
子
（
真
備
町
立
図
書
館
）

志
賀

健
司
（
真
備
町
立
図
書
館
）

新
谷

幸
子
（
真
備
町
立
図
書
館
）

土
師

聡
子
（
真
備
町
立
図
書
館
）

家
元

瞳
（
勝
央
町
立
図
書
館
）

伊
賀

祐
子
（
山
陽
学
園
大
学
図
書
館
）

塩
見

優
子
（
順
正
短
期
大
学
図
書
館
）

塩
見

雪
子

須
江

秀
子

土
江

寛
子

三
宅

一
子

山
地

早
代
（
岡
山
県
図
書
館
協
会
事
務

員
）

金
光
町
立
図
書
館

鏡
野
町
立
図
書
館

東
粟
倉
村
公
民
館
図
書
室

（
平
成
十
五
年
九
月
現
在
）

個
人
会
員
…
…
…
三
百
十
名

施
設
会
員
…
…
…
七
十
八
館

〈
ラ
ン
ク
別
内
訳
〉

Ａ
…
二
十
一
館

Ｂ
…
十
九
館

Ｃ
…
三
十
三
館

Ｄ
…
五
館

九
百
円
↓
千
円
（
平
成
十
六
年
度
よ
り
）

七
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
当
協
会
会

則
と
会
費
に
関
す
る
細
則
の
と
お
り
、
来

年
度
か
ら
個
人
会
費
が
千
円
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
昨
今
の
当
協
会
事
業
と
そ
れ

に
か
か
る
経
費
を
考
慮
の
う
え
、
今
年
度

の
定
期
総
会
に
諮
り
、
承
認
さ
れ
た
も
の

で
す
の
で
、
何
卒
御
理
解
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
施
設
会
費
に
つ
い
て
は
変
更
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
御
了
知
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
年
度
の
会
費
を
未
納
の
方
は
、

至
急
お
納
め
く
だ
さ
い
。

定
期
総
会
に
お
い
て
、
次
の
方
々
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
二
年
で
す
。

�
参

与

渡
邉

倫
子（
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課
）

�
会

長

広
江

寿
彦（
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

�
副
会
長

古
南

倫
子（
岡
山
市
立
中
央
図
書
館
）

渡
部

秀
人（
早
島
町
立
図
書
館
）

井
上

一（
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
）

西
山

和
義（
美
作
大
学
附
属
図
書
館
）

�
理

事

武
田

俊
宏（
倉
敷
市
立
中
央
図
書
館
）

清
水

厚
子（
津
山
市
立
図
書
館
）

陶
山

正
志（
総
社
市
立
図
書
館
）

福
意

昭
教（
新
見
市
立
図
書
館
）

岡
崎

實
雲（
山
陽
町
立
図
書
館
）

中
村
み
き
江（
柵
原
町
立
図
書
館
）

高
橋
行
地
郎（
金
光
図
書
館
）

生
谷

吉
男（
倉
敷
芸
術
科
学
大
学
図

書
館
）

上
島

孝
久（
中
国
学
園
図
書
館
）

安
井

昭
夫（
山
陽
技
術
振
興
会
）

黒
�

義
博（
日
本
図
書
館
協
会
評
議

員
）

秋
田
征
矢
雄（
日
本
図
書
館
協
会
評
議

員
）

原
田

栄
一（
県
青
年
図
書
館
員
研
修

会
）

渡
辺

光
右（
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

�
監

事

青
山

隆
（
備
前
市
立
図
書
館
）

村
上

喬
一
（
真
備
町
立
図
書
館
）

昨
年
度
委
嘱
し
た
委
員
の
う
ち
、
三
名

が
人
事
異
動
等
に
よ
り
交
代
し
ま
し
た
。

藤
原

敏
子
↓
中
畑

友
希
（
県
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
）

井
上
真
紀
子
↓
川
合

博
子
（
県
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
）

長
代
八
重
子
↓
中
村
美
小
代
（
倉
敷
市

立
玉
島
図
書
館
）

☆

九
月
か
ら
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
と
な
り

ま
し
た
山
地
で
す
。
会
報
の
編
集
や

会
計
な
ど
を
主
に
担
当
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
十
五
年
十
一
月
三
十
日

〒
七
〇
〇
―
〇
八
一
四

岡
山
市
天
神
町
八
―
五
四

岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内

岡
山
県
図
書
館
協
会

会
長

広

江

寿

彦

（
〇
八
六
）
二
二
四
―
一
二
八
六

（
内
線

二
四
五
）
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